表紙，目次，奥付，その他 by unknown
国立国語研究所学術情報リポジトリ
表紙，目次，奥付，その他
雑誌名 電子計算機による国語研究
巻 5
発行年 1973-03
シリーズ 国立国語研究所報告 ; 49
URL http://id.nii.ac.jp/1328/00001016/
V’
国立国語研究所報告　49
電子計算機による国語研究
国立国語研究所
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刊行のことば
　国立国語研究所に電子計弊機をそなえて，薪聞の語彙調査および用字調査を
始めたのは，昭和41年である。この調査の成果については，これまでに，四冊
の語彙表。漢字表によって中問報告を行ない，また，本書と岡時に，まとめの
語彙表を刊行する。これら用語用宇調査の機械処理を進めるかたわら，第四研
究部の担当管たちは，電子計箪機で言語を処理する方法の駅究と，処理して得
られた言語の分析研究とを続けて来た。これら研究の内容をなるべく多く公表
して，各方面の専門家の閲読を経ることが，本門究所の研究者自身のためであ
り，また，学閥・技術の進歩に寄与するゆえんであると考えたので，語彙表。
漢字表とは刎に，　『電子計算機による国語研究』　と題する論文集を，刊行し
て，すでに四器をかぞえた。ここに，第五冊を刊行するに際し，いっそうの指
導と助言を賜わることをお願いしたい。
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